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１．はじめに
日本，琉球列島および台湾群島にま
－つの海洋を囲む諸国，諸民族の
中国，朝鮮半島，
たがる東シナ海域は，一
関係がとり結ばれた海域である。その東シナ海域におけ
Ｉ）
る航海守護神として，蛎祖という共通の文化要素が存在
ユ）
したことが明らかにされている。その背景には，１２世紀
以降，中国人の海商が海上交易を展開し，その刺激をう
けて，東シナ沿岸の各諸国，各民族との交易活動が盛ん
に行われ，東シナ海域の各民族の間に緊密な通交圏が形
成されてきたという歴史がある。
台湾における漢人の歴史的，社会的構造を見れば，そ
の移民者の出身地は，ほとんどが中国の福建省からであ
る。明末清初期に，中国南部の福建地方の漁民や海商の
海外進出，移動によって，台湾の移民圏が形成されると
同時に，双方の交易により交易圏も形成された。この時
期に中国南部の文化や信仰・宗教なども，福建地方の海
外貿易者たちによって，周縁地の日本．琉球列島，台湾，
東南アジアにまで伝播され,広がっていった。その中で，
中国南部沿岸の代表的航海安全の守護神である蝿祖も台
湾へ伝播してきた。
しかし，外来の文化や宗教信仰などには，伝播過程に
おける地域的独自性が存在しており，外来文化と在来文
化との多様な文化を交えながら，それらの変容や融合し
た現象が伴っていたとみられる。その結果，異国への伝
播土着化の過程において，信仰や祭祁などに大きな変化
があったと考えられる。筆者はこれまで西南日本の蛎祖
３）
信仰について研究してきた。
本稿では，現在もっとも蛎祖が信仰されている地域で
ある台湾を取り上げ，その地域的・社会的文脈を通して
蛎祖の神格を分析し，どのような神格的機能に分化した
のかを，地域性の背景から分析し，その象徴的意味の変
容について考察する。
２．台湾への入植移民
2.1．移民者の地域性
本稿で取扱う対象としての「台湾人」は，鄭成功時代
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から戦前までに移住した福建，広東系の人々を指す。す
なわち，第二次大戦後中国本土から撤退してきた人々，官
吏，軍人およびその家族とか，台湾の原住民である高山
族などは除く。台湾における文化の根底には，中国大陸文
化の一部である福建，広東などの特殊な地域的環境と歴
史的背景があるが，その文化現象や，伝統慣習，民間信
仰などは時代の流れと共に変容しつつあると考えられる。
その歴史を振り返ってみると，明末清初に政治的，経
済的原因で台湾へ移住した人々がいかに中国の宗教や民
間信仰を台湾にもたらし，そしてどのように営んだのか
明らかではない。少なくとも，小規模な寺廟以外には知
られていない。そして，外来の宗教では，鄭成功がオラ
ンダ人を排除するまでに，スペイン人がすでにカトリッ
クを布教し，オランダ人によってキリスト教が伝えられ
４）
てきた。その後，鄭成功の入台湾以後，大陸からの移民
が多くなり，民間信仰なども次第に台湾で広がっていく
ことになった。
台湾における民間信仰の特徴としては，移民者の出身
地と深く関わっていることが指摘される。当時，開拓の
初期において，文化や信仰・宗教などはほとんど移民者
の出身地からもたらされたものである。例えば，民間信
仰の対象として，障洲人は開津聖王を奉じ，泉州人は贋
５）
灘尊王を奉じ，腐東人は三山国王を奉じるなど，台湾へ
の移民者たちが中国の各地からもたらした神仏は，郷土
的守護神の性格が強いと考えられる。また，その移民者
の出身地の影響が台湾のそれぞれの地区の民俗に色濃く
反映している。こうした移住者の集団には，郷土神の違
いによる地域的信仰が見られた。例えば，福建の泉州人
は，康照薙正の期間には，北部の淡水河遜一帯で開墾
に入植し，乾隆初期の水仙宮をはじめ，晋江安海輔に龍
山寺，安渓爾に清水祖師の廟，同安鞘に大道公の廟が相
継いで建立された。それらの寺廟にはそれぞれの移住者
の地域的信仰が示されている。しかし，その中でも，蛎
祖は既に地域差を越えて信仰されていることが大きな特
徴である。
他方，当時中国からの移住者たちは，異集団，異出身
地ごとに各自の集落を形成し，集落の団結力は非常に強
かった。従って，農地開拓や生活習慣の相違から，しば
しばトラブルや反乱が起こった。例えば，現在台湾で最
も規模が大きく歴史のある「基隆中元節」という祭祁が
ある。この祭祁の起源として次のように伝えられてい
⑲
る。
清朝の時代に中国大陸からの大勢の移民者たちが台湾
陳佳秀
８
に住み蒲き，水利開発や開拓のため，水や土地の争森が
起こったり，出身地が異なる人々の間で喧嘩などの争い
が起こったりした。このような紛争はエスカレートし
て，ついに清朝の成豊元年（1851）には，北部の基隆に
大騒動（｢涼泉機門事件｣）が勃発した。この事件で大勢の
人々が亡くなったが，それ以降「基隆中元節」では．そ
の事件で亡くなった先祖の移民たちを供養するように
なった。このように，初期開拓民が出身地の相違により．
農事をめぐって武力を背景とする争乱をしばしば起こし
たという事実がある。台湾の民間信仰を考察する場合，
当時のこうした社会的状況を見のがしてはならない。
2.2．華人移民圏の形成
2.2.1．主要な海外への移動時期
中国人における移民の歴史は，次のような三つの時期
７）
に分けることができる。この三つの時期の移民は，それ
ぞれ移民先と性格が異なっている。
第一期：7-8世紀の膨湖諸島および台湾への移民
第二期：１５世紀の鄭和の遠征による東南アジアへの移民
と．それ以降17世紀中葉の明清交替期頃までの
台湾への移民
第三期：１８世紀末以降の移民の公認による労働力移民
第一期を歴史的に遡ると．賭場帝時代（7世紀）に台湾
へ人を派遮したり，台湾へ来島したりしたことがあっ
た。その後，唐の時代から宋の時代に至る６００年間．大
陸の沿海の人々．特に福建の泉州，障州一帯の人々は，
戦乱から逃れるため膨湖島や台湾へ次々と渡って開拓を
始め，特に12世紀初頭の北宋末期や南宋初期は，膨湖諸
８）
島に向けた移民が増大した時期である。
台湾で最初に中国の版図に入ったのは膨湖諸島であ
る。元代（1335年）に，膨湖島に「巡検司」が正式に置
かれ，膨湖島と台湾に住む人々を管理するようになっ
た。そして明代に入ると，台湾海峡を倭冠が荒らし回っ
たため．その攻撃を防ぐために，膨湖の軍事的重要度は
高まったが，台湾本島では無視され続けた。従って，オ
ランダが膨湖を占領した時（1624年）も，明朝は膨湖か
ら必死でオランダを追い出したが．台湾はオランダに占
領されたままであった。このように，明代以前の台湾は，
中国大陸にとって興味の対象外であった。
第二期は，１５世紀に鄭和が南洋遠征した前後の時期か
ら17世紀中葉の明清交替期の頃までである。鄭和による
7回の南洋遠征により，中国の朝貢貿易も増大し，その
朝貢貿易と表裏一体となって，ジャンク貿易の全盛期が
現出した。これによって移民も増加し，入植地はマレー
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半島．ジャワ，スマトラ，ボルネオ，スールー群島．フィ
リピン諸島に拡大した。
そして，16,17世紀の明末清初の中国では経済的高揚
期に当たり，対外関係において朝貢関係というゆるやか
な統治関係を維持し，その内部では朝貢貿易と呼ばれる
貿易関係が形づくられていた。朝貢とは，アジア域内の
とりわけ東アジアの貿易網を形づくる前提となったもの
であり．民間交易の拡大を促すとともに，アジア域内交
易の主要なルートを形づくった。朝貢貿易に伴う民間交
易も次第に増加した。シャム（タイ)，マラッカ，ベト
ナム，ジャワ，フィリピン，日本，朝鮮その他の各地は，
中国（華南華北，東北）とつなぐ朝貢貿易網を利して地
域間の沿岸貿易（ジャンク貿易）を結合させ，それと表
裏一体をなして中国南部からの移民の拡大が進行した。
以上のように，明の朝貢貿易で作りあげた交易圏がど
のように東シナ海域に影騨を与えたかというと，まず，
朝貢貿易によって，南部の福建や広東における対外関係
の拡大の基礎が築かれた。また，その流通ネットワーク
貿易が，各地に定住する中国商人によって準備され．中
国人のジャンクによって形成された。また，これに伴う
貿易の拡大，とりわけ中国への米穀の輸入は，華南経済
にとって不可欠であった。華南における米作の好不調と
輸入量の大小とは，完全な補完関係をなしていた。例え
ば，海南島や広西沿岸の人たちはインドシナ半島へ米作
のために出稼ぎをしていた。このように，中国商人がつ
くる華南と東南アジアとの間の流通ネットワークは，朝
貢貿易と重なり合い，両者の関係を相互に強化すること
となった。
そして第二期における海外移住の潮流は台湾列島にも
波及した。特に，１７世紀中葉，明末清初期の戦乱時期を
ピークとして，台湾で発展した福建系の華僑移民者があ
げられる。この時期に．後期倭冠の活動を加えて．環シ
ナ海域の交易や交流が最も進展した。
第三期は，１８世紀末以降の西欧勢力による本格的植民
地開発に伴って，「華工」と呼ばれる大量の無資本労働
者が海外に移動した時期である。
以上の三つの時期が，中国人が海外に移民した主な時
期に当たる。本稿では，上記の華人移民期の第二期に，
東アジア沿岸地域にどのような影響があったかについ
て．次節で考察する。
2.2.2．台湾への入植移民
上記の海外移住を生みだした主要な原因は，中国にお
ける‘慢性的な人口過剰である。特に，南部沿岸地域の福
９
建，漸江，広東などの地域である。福建省の地形は山に
囲まれ、平野が狭く，水田耕作面穣が限られ，耕地が不
足する地域である。このような状況で，明朝の中期まで
にすでに人口が飽和状態になっていた。そして．この人
口増加問題はすでに宋代からあり，その結果として，海
外移住が発生したのである。また，明朝の海禁政策にも
かかわらず，その地域の人々は南洋方面や台湾に進出し
ていくことを促された。例えば，台湾南西沿岸近海のボ
ラなどの豊富な漁業資源を目当てに，多数の漁民が漁を
するために出航し，台湾沿岸に寄港したり，食料や薪を
９）
補給したりして，交易をおこなった。
一方，大陸側においては，砂糖や米の生産が不足して
いたが．台湾の米や砂糖などが福建省に供給されていた
という。このような背景の下で，ヒトやモノなどの移動
が東アジア海域圏の交易ネットワークを刺激し，交易と
移民を拡大させたと考えられる。
他方，1567年の明朝による海禁緩和によって，中国人
の東南アジア渡航が許可されたが，中国人の日本渡航は
依然禁止されていたため，私貿易港の拠点を台湾やフィ
リピンに移し，私貿易が行われていた。これらの私貿易
の拠点であるマカオ，台湾，フィリピンなどは，中国人．
日本人，ポルトガル人，スペイン人による略奪の対象と
なり，１７世紀になると，さらにオランダ人，イギリス人
１０）
がｶﾛわった。このような状況が１７世紀の後半まで持続し
ていた。
とりわけ，１６世紀ごろの台湾は海賊や倭冠の巣窟であ
るとともに，東シナ海と南シナ海の間の中継貿易地とし
て，１７世紀の後半には各諸国に略奪され，植民地となっ
た。そして，植民地となった台湾に，農地開拓のための
労働力として，中国本土から多くの移住者が来た。
2.3．開拓期とのかかわり
2.2で見てきたように，明末清初に農地開発のため，
中国本土から大量の人々が台湾に移住してきた。その時
期の台湾の状況については．歴史的に次の三つの時期に
分けることができる。
2.3.1.大航海時代（16-17世紀）
１６世紀（1544年）にポルトガル人が台湾にやってきた。
同じ頃に，この辺りの海には倭冠．海商集団が蔓延して
いて，明国も随分悩まされた。台湾近海に膨湖列島があ
るが,倭冠は明国から追撃を受けると，膨湖列島を越え，
台湾にまで逃げ込んでいたという。当時の明国は台湾に
ふうどびょう
対しては，風土病が蔓延する危険地域と思っていたの
で，膨湖列島まで追撃しても，台湾にまで手を伸ばすこ
とはなかった。
一方，ポルトガルやスペインに遅れを取ったオランダ
は東インド会社を設立し，ジャカルタを占領し，中国や
日本との貿易を考えていたが，その中継地として膨湖列
島を占領した（1622年)。当時，明国は膨湖列島に官人を
派過しており，膨湖列島と大陸間の海峡をオランダに抑
えられるのを嫌った。その後，オランダ人は明国との平
和的交渉により膨湖列島から撤退し，代わりに台湾を占
領した。
2.3.2．オランダによる支配（1624-1662）
１７世紀の初めに明朝がオランダに台湾の占領を許した
のは，台湾を領土とみなしていなかったからである。台
湾を占領したオランダ人は，台湾の南西沿岸の安平地方
１）
に要塞を築いて，そこを出会貿易の拠点とした。しかし，
台湾はオランダ人が要塞を築く以前から，私貿易の拠点
となっていたので，その貿易をめぐって，日本人とオラ
ンダ人が競合し，紛争が起こった。この事件がノイツ事
件（台湾事件1628年）である。その後，日蘭両国の断交
(1628-1632）にまで発展した。この台湾事件を解決する
ため，東インド会社は江戸幕府の意を受け入れて貿易再
開にこぎつけた。しかも，その間にオランダ人は幕府に
対する奉仕者としての地位を確立し，同時に幕府は日本
人に対する台湾への渡航朱印状の発給を停止した。その
結果，オランダ人は台湾の私貿易から日本人を排除する
ことに成功した。一方，スペインは1620年代に，１７年間
台湾北部の鶏寵（現在は基隆）や淡水を占拠し，要塞を
築いた。こうして台湾の北部と南部のそれぞれの一郭が
スペインとオランダの植民地になった。その後，オラン
ダ人がスペイン人を駆遂して全島を支配した。
他方，明末期の大陸では，あいつぐ兵乱と飢鐘に加え
て，農村は著しく疲弊し，農民が内外各地にその活路を
求めていた時期であったため，台湾への移民も少なくな
かった。オランダ人は植民地政策として，台湾南部の移
住民を労働力とする農業開発に着手し，甘蕨栽培を奨励
した。これはインドネシアの植民地政策において，漢人
移民を雇用した経験によるものであり，移住民を使役し
て開墾に当たらせ，その開墾地を移住民に貸して，小作
料を徴収した。そのオランダ人も1661年には，鄭成功に
よって台湾から追われることになった。
以上の背景の中で，17世紀の台湾では，農地開拓のた
め中国本土から多くの移住民が労働力として導入されて
きた。その移民者たちの出身地は，福建省が圧倒的に多
く，しかも泉州と津州の両地が大部分を占めている。
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2.3.3．鄭成功による支配（1662-1683）と清国による
支配（1683-1895）
鄭成功が台湾を支配した後，清国はすぐに台湾を封鎖
する政策を取った。鄭成功の動きに対して，清国では
1661年に「遷界令」を発布した。それ以前の1656年に，
すべての船舶による商民の貿易を禁じていたが，この遷
界令によって，さらに東南沿岸の福建，広東，江蘇，斯
江，山東など頻海5省の沿岸から20キロ，或いは30キロ
内の居民を強制的に内地へ移そうとした。そして，沿岸
での居住，貿易，耕作などが禁じられた。しかし，これ
は清国にとって予期せぬ結果となり，私貿易はますます
盛んになり，封鎖政策に困窮した住民はどんどん台湾へ
移住していった。台湾は移住民の増加で開拓が進み，耕
地面積も飛躍的に拡大した。しかし，鄭成功の息子であ
る鄭経の政権は財源確保のため，オランダ人以上の過酷
な徴税を行ったので，政権に対する漢人の抵抗が高まっ
た。一方，中国本土からの移民者の増加により，先住民
は少数民族になり，漢民族の支配を受けるようになっ
た。
清朝期の台湾における漢民族の人口について，初期の
人数は約50-60万人と見られるが．薙正年間（1723-1735）
には一族をあげての本格的な入植移民が行われ，次第に
人口が増えた。そして，乾隆2５（1760）年に，海外移民
規制を完全に緩和し，清代嘉慶1６（1811）年の人口調査
１２）
によれば，当時の台湾の人口は200万人台に上っている。
この入植・移民の過程で，１７世紀初頭にオランダ東イン
ド会社が台湾を占拠して台湾への植民政策を振興したこ
とも，移民を促進した大きな原因となっていた。
清朝による台湾への植民政策は，当初から消極的で
あった。その後，約2世紀にわたる台湾統治政策の間も，
台湾における清朝の社会資本の建設にはほとんどみるべ
きものがなかった。しかし，台湾の人口も増加し，１９世
紀初（嘉慶年間）には200万人以上,台湾省設置時期（1885
１３）
年）には320余万人に達していた。そこで清朝はその後，
台湾の経営方針を変更して，積極的に移住を奨励するよ
うになった。そのため，台湾海峡を越えての往来が頻繁
になった。
以上のように，１７世紀から19世紀にかけての。中国南
部住民の海外への移動・移住により，その地域的文化，
慣習，民間信仰，宗教などが海外へも流出していった。
そして，中国南部の民間信仰も台湾へもたらされた。
５局
３．台湾への民間信仰の伝来
3.1．背景
中国本土の航海の無事安全を祈る民間信仰や宗教など
の台湾への伝播の背景については，次のように分析する
ことができる。
第一に，海の信仰に関するものが多い。その理''1は，
台湾海峡の波が荒いことが挙げられる。海峡を渡る船は
しばしば船雌に辿った。Ｉｌ１Ｉ･KI大陸から台湾への移住比
は，Ｉ負述したように，ほとんどが南部沿岸地域である福
建，広東の貧困な地域からきた人たちである。彼らは生
活貧困から台湾に新天地を求めたのであった。当時は，
航海が浦lKIに対する違法行為であることに加えて，航海
技術が未熟であったため，設備の貧弱な船で海を渡るこ
とは命がけの冒険であった。海峡を渡る船はしばしば船
雌に遭った。そのような海上交通の状況ドで，海の信仰
についての霊験課が多くの史料の'|'に記されていた。
第二には，１６，１７世紀の倭潅，海賊，海商などの横行
があげられる。また，それに加えて，台湾での移比者た
ちと先住比との対立より，内乱や紛争などが多かったこ
とが挙げられる。このように危険な船旅や旅礎には，安
全祈願の信仰や宗教が不可欠である。
第三には，川の氾濫．皐辿による農作の不作なども，
移民者たちが郷土神である蛎机に噸る原1大Ｉとなった。生
活の全而にわたって日常的に祈ったことで礁祖信仰が盛
んになり，定着していったとみられる。
以上のような背景の中で，1711t紀にIllIIfl怖建省，広東
符からの移民者たちは，台湾海峡を渡って，台湾列島に
渡来してきた。淵時の航海業者や斑易商など，海に関係
ある人たちは自分の船舶の''１で，必ず蛎机像を肥るよう
になっていた。そして，彼らは乗船する際に，蛎祖廟に
参詣して航海の無事安全を祈り，その呑火を頂いて，身
の守りとして乗船し、台湾に蒲いた後，蛎祖像を自宅に
肥っていた。その後．海に面する場所に寺廟を建立して
いったという◎
3.2．各信仰の定着と現状
’'11:11大陸の移民者たちは，それぞれの地域的郷土神を
台湾へもたらした。それらの神仏を肥るための寺廟の形
成過稚については，以下の表1～4の盗料が参考となる。
これらの表では，1910年代から1980年代までの台湾にお
ける主神の穂類，寺廟数および杵主神の寺lWj数の比率
(Iri分比）が示されている。
以上の4表（4史料）から，蛎祖（ﾉくこ蝦峨）はいずれも
寺廟の主神として第三位に位股づけられている。なお，
表１ノILJl:韮次郎（1919）『台湾宗教調査報告群」附録p､1６
2９
1３２
7２
台湾の蛎祖信仰についての－考察
表２卿111冊太郎（1939）『台湾の宗教一農村を中心とする宗数
研究ｊｐ､5－１３
1１
主神別
柵徳服神
１２爺
天上聖隊
観脊稗薩
玄天大帝
側聖火帝
三IlIII1
保ﾉk大帝
釈迦
ｲi応公
iIIi水拙帥
三'1.『大帝
I|蛾元帥
神股火帝
Ⅲ
|)’
大衆爺
文ハ製大帝
挽民爺
元帥爺
,汁
榊,Wj総数
寺廟数
647
534
335
?。
１９７
1５７
１２１
1１７
1０３
8６
8３
8２
7３
6６
5７
5０
4７
3０
３０
２９
3200
３６６１
百分比
1８．４１
14.59
9.15
8.99
5．３８
4.29
3．３１
3.20
2．８１
2.35
2.27
ワー
■
1.99
1.80
1.56
1.37
1.28
０．
0.82
0.79
8７．４１
主神別
補徳
????? ???
天上聖厭
観苦解職
玄天大帝
ｲ『応公
側聖火州
三111lx1.1；
保ﾉk大帝
三'1.『大帝
ｌｌｌ峨元l’
神股火帝
釈迦
|＃l派J階Ｅ
Ｅ皇大帝
間合聖Ｅ
文ハ帝洲
ｉｌＩＭ〈
ﾉ剛
城Ｉ;！
Ｉｉｌ
捌刷総数
正神
:爺
L祖師
'1爺
1１
寺廟数
669
4４７
320
304
1７２
1４３
１１９
1０９
6６
6０
5６
５１
4８
3９
3６
3６
２９６１
3476
百分比
19.25
12.86
9．２１
8.75
4.95
4．１１
3.80
3．
3．１４
2.07
1.90
1.73
1．６１
１．
１．４７
1.38
１．１２
1.04
1.04
0.83
85.18
表３劉枝葛（1960）「台瀦朽捌靭教‘ﾘ靴称主神地吐調秀表」
Ｐｐ､５１－５４
表４
主神別 ､卿刺激 百分比
王爺 677 17.63
観音菩薩 443 11.54
天上聖母 383 ９．９７
福徳正神 812脇 8.52
釈迦 3０６ 7.97
玄天大帝 267 6.95
関聖大帝 1９２ 5.00
保生大補 1４１ ３．６７
三111国王 '２４ 3.23
巾域元帥 9４ ２．４５
神農大帝 8０ 2.08
清水祖師 6３ 1.64
三官火帝 6０ 1.56
３台聖干 5７ 1．４８
開涼聖王 5３ １．３８
元帥爺 4７ Ｌ２胆
三宝伽 4６ 1.20
有応公 4６ 1.20
城1浬 4４ 1.15
ｆ皇大帝 3８ 0.99
,汁 3490 90.87
寺廟総数 3840
(1982）「台湾地区1も|H1宗教的発展一寺恥調査盗料余光弘（1982）「台湾地区1も|H1宗教的発展一寺廟訂
之分析」『中央研究院民族学研究所集,:Ｉ』５３．ｐ､8，
主神別 寺廟数 I節分比
王爺 ７５３ 13.59
観音菩薩 578 10.44
天上聖母 510 ９．２１
釈迦 499 9.01
玄天大帝 397 7.17
福徳正神 3９２ 7.08
関聖火帝 356 6.43
保生大帝 1６２ 2.92
三111国王 1３５ 2.44
巾塑元帥 １１５ 2.08
神農大帝 １１２ 2.02
清水祖lｉ 9９ 1.79
玉皇大 ８１ 1.46
三官大帝 7７ 1.39
滑台聖王 7０ 1.26
淵涼聖王 5６ 1．０１
城陛 5５ 0.99
竿佑帝蒋 5B２ 0.94
王母娘娘 ５１ ０．
藤津噸工 5０ 0.90
計 460(） 83.05
.､¥廟総数 5539
陳佳秀
1２
1910年代の衣1および1930年代の表2で第一位であった禰
徳112神は，1960年代の表3になると，大幅に後退してい
る。
この現象について．林衡道（l976a：４２）が指摘したの
は．地方性神仏と全国性神仏という観点から論じてい
る。つまり．台湾では，1950年代から20年余りの間に，
社会的形態は雌業社会から工業社会に変貌して人々のノヒ
活様式が急激に変化する''１で，郷土意識や地〃観念など
もそれに伴って変化していったとしている。その過漉
で，一部の地方性神仏（広沢尊王，清水祖師，ＭＨ派聖.li，
三llllliIEなど）の儒仰が自然に衰微し，それに代わって
全国性神仏（側堰帝独］ﾐ皇大帝，竿佑帝蒋など）のｲ高仰が
興隆し，その祭肥が盛んに行われるようになったとい
う。
これらの神仏を祭祁する寺廟が新しく建立された過粍
に，新しい定住地において移民者たちの信仰が次節に深
く定論していった背飲を兄ることができる。
１４）
3.3．主要な歴史的ｳ馬祖廟の民間伝承
台湾にある多くの蛎祖廟のうちから比間伝承をさぐる
ために，代表的なもの3例を以下に挙げてみる。
3.3.1．中部の北港朝天宮
台湾のi11部に北港（Ⅱ略は錐港）という地紹がある。
もともと北港は港の一部分で，川の北に位慨しており．
徐々に「采北港｣，「北港」と略された。「采港」という
地瑞は．もともとその地域に住んでいた台湾先住民がつ
けた地端で，台湾が清国に支配される前に，「POOI1kan」
という１Ｍが'7世紀オランダ人によって:&:かれた台湾地
I叉|ｋにもj,11‘られるｏ
ｉｌｌｉ代の康牒2２（1683）年に，台湾は清'韮lの一部になっ
１５）
た。『台湾･〃誌難1:１巻六I渚羅Ｉ係志』によると，「錐港街」
は近隣の町と比べて一番にぎやかな町だった。IIil:洲:''１に
も栄港街に，康照3９（'700）年，住民によ')蛎机廟が建
てられたと記戦されている。
この北港蝿机における伝承は．北港朝天宮で編纂され
１６）
た「･'上港朝天宮志.Ｚによれば，康照3３（1694）年に，臨
済宗34111:の樹確という僻侶が洞洲にある机廟「朝天間」
の鵬机像をもって，北港に上陸しており．その後if借り
した脆家で蝿机がiiiuられていた。そして，数年後，IIil安
県川身杵の献地をうけて小洞を造り，人々の儒仰を得て
順I洲に発腿し続けたという。
北港Ｗｊ天宮には，乾降3６（1771）年と，成班９（1859）
年の二度にわたる修繕などを施されて，蛎祖像が安iifさ
れていた。ところが，台湾が1-1本の植民地となった明治
台湾の蛎祖信仰についての一考察
3９（'906）年に地震で蛎祖廟は破壊され，２年後の明治
4１（1908）年８月に再建が始まり，大正元（1912）年に廟
が再び作られた。新しく作られた蝿祖像が正殿の祭堀中
央にすえられているが，それ以前には漏洲から分身され
てきた蛎祖像が置かれていた。これは「第一の蛎祖像」
という意味で「祖蛎」と呼ばれ，蛎祖が逆転した読み方
になっているが,意味としては「祖嬬祖」から来ている。
北港朝天宮には，祖蛎以外に五体の蛎祖像が置かれてい
る。日本植民地時代（1895-1945）に，「台湾婚祖さま信
仰大本山」と名付けられ，植民地時代の初期においては
保護されたが，その後の皇民運動（1937-1945）によって
排斥され，本殿だけが日本の臨済宗の協力によって保全
された。第二次世界大戦後は台湾政府の保護が加わると
ともに，民間の人々に篤く信仰されているため，今日で
も台湾蛎祖信仰の中心地となっている。そして，蛎祖像
本尊の分霊とされる寺廟が各地に建立されつつある。当
時，樹壁和尚がもたらした神像は今日も残されている。
3.3.2．北港婚祖像の性格
北港朝天宮の蛎祖には航海神のみでなく，「農業神」
｢雨神」などの側面がある。その起源伝承としては．「墨
１７）
湾府誌」によると．清光緒1２（1886）年に，北港では長
期間にわたり干害が起こり，その時の県知事が北港の蛎
祖に雨乞いを行い，その後すぐ雨が降ったという伝説が
あり，県知事がそのことを清国の光緒皇帝に報告した結
果，光緒皇帝が「慈雲澗潤」という扇額を北港の蝿祖さ
まに寄進したと記されている。この伝説から見て，蛎祖
に雨乞いと豊穣祈願の霊験があり，「雨乞いの神」「農神」
という機能を備え，その側面をもつ神格に変容されたと
見られる。
北港の朝天宮は，一時期衰微した。その主な理由は，
北港渓という川から流れ込む大量の土砂が北港に堆積し
て，船の出入りに重大な支障が生じて港の機能が停滞
し，さらに毎年徐々に砂が蓄積していったために．港の
機能を失ってしまったことにある。また，1894年に廟の
前で火災が起こり，付近の家屋がほとんど焼失した。そ
の翌年に．台湾は日本の植民地になり，政治的に不安定
になったことも災いした。しかし，毎年大勢の人々が北
港の鳩祖さまに参詣したこと，また，北港に新式製糖工
場を建てたことによって，明治末期に北港はようやく回
復した。
北港朝天宮は現在も台湾の蛎祖信仰の象徴として．貴
’8）
重な文化財となっている。毎年の‘恒例祭，１日暦３月23日
蛎祖の生誕日祝いに．北港では華やかな神輿パレードが
1３
行われている。その時に．外地に移り住んだ北港出身の
人々もできるだけ戻ってきて，祝賀に参加することとな
る。
3.3.3．南部の土城鹿耳門聖母廟
土城鹿耳門聖母廟編纂の「台南土城正統鹿耳門聖母廟
１９）
簡介」によると，鹿耳門の聖母廟は，1641年に創建され，
始めは民間私設の小廟（旧名「保安宮｣）であった。１６６１
年に鄭成功がオランダ軍を台湾から追払うために上陸
し，オランダ軍を破って台湾を平定した際に，鹿耳門港
が軍事的に演じた役割は極めて重要であった。その後，
鹿耳門港は大陸との海上交通上重要な水路となった。
その鹿耳門聖母廟の本尊は，鄭成功当時にもたらされ
たものと記されている。当時廟の本当の地点は丁度鄭成
功軍がオランダ軍を破った際に通過した鹿耳門港南方の
鹿耳門村南端にあった。そこは北の港道を遠く離れ，海
水の侵入を避けうる安全地であった。1661年に，鄭成功
の台湾平定軍が港に入り，船舶陣を布いたが，その各船
には船用型の蛎祖を紀っていたという。しかしその後，
台南土城の海岸線は変化してしまったので．鄭成功軍の
上陸地を同定することはできなくなっている。蛎祖廟初
建は崇禎1４（1641）年であったが，鄭成功が上陸に婚祖
の神助を得たとして，永暦1６（1662）年に廟を再建した。
康照5８（1719）年には，台湾府が政府の名義で廟を改建
し，「鹿耳門天后宮」と称した。その後，洪水で一時的
に他の所に移ったが，1918年に現在地に戻り，1960年に
現廟名に改めた。
3.3.4．台湾南部の大天后宮
台南市の大天后宮の創立年代は明確ではないが，その
歴史的伝承としては，1684年に鄭成功の政権が滅び，台
湾は清朝の統治下に入る。かつて鄭成功の重臣であった
清軍司令官の施瑛は，謂州に近い平海港に本営を定め
た。蛎祖像の神威をかりて士気を高揚し，攻略に利用し
た。さらに，大艦が集結した平海での井泉の出現や，戦
局を決定した膨湖諸島の海戦勝利など，征討の成功に天
妃の加護がありとして清朝に奏請した。その結果，康照
帝より「天后」の称号を授かり，台南の鄭成功の旧廷を
天后宮に改めたのである。境内には清の皇帝，衆正．道
光，成豊，光緒の親筆の額や施瑛が造立した石牌が残さ
れている。
この寺廟の伝承として，清朝における反乱や対外戦争
のたびに婚祖を護軍の神として崇尊し，国家への忠義の
象徴とし全国の都市に祁るようになった。この歴史的伝
承により，蛎祖信仰の台湾への伝播移入は，単に民間的
レベルによってだけでなく，国家的レベルでも大規模に
行われたと言える。現在，台湾の主要な蛎祖像廟は，そ
のほとんどが，康照2２（1683）年に台湾が清朝の版図に
組み入れられてから後のものである。
以上，台湾で代表的な蛎祖廟の伝承を取り上げた。そ
の中で最も注目される特徴は，台湾平定の軍船が各々
祁っていたような「船仔蛎」（船用型）の蛎祖像が多く，
また，いずれもいわゆる「港市型の蛎祖廟」であり，従っ
て，境内に祁られている蛎祖像は歴史的・伝承的に中国
本土と深い関わりがある。それらの蛎祖廟が建立された
背後に，中国福建人の移入により形成された華人移民圏
があり，そこから形成された蛎祖文化,婚祖信仰がある。
これらの嬉祖廟建立の民間伝承を見ると，婚祖信仰は台
湾の民間の人々にとって単なる民間信仰ではなく，実は
当時中国本土から移民してきた先祖たちの歴史的アイデ
ンティティを表すものであり，そこに共通の意識が結成
されたものと考えられる。
3.4．小結
１７世紀における蛎祖信仰の台湾への伝来と展開につい
て，その過程と背景を考察した。台湾北港朝天宮をはじ
めとして，各地の蛎祖廟が広い範囲で多くの信仰者を獲
得した。その背景にはもちろん，中国大陸から台湾への
漢人の移住の際に，蛎祖が航海守護神として信仰を集め
てきたという歴史があることを忘れてはならない。
一方，中国の歴史を傭厳してみると，王朝の交替とそ
れに伴う戦乱と自然災害による生活場所の放棄，また，
人口の爆発的増加による食柵不足から，人々は新しい生
存空間を求めて国内や海外への移動・移住などを繰り返
してきたという歴史がある。こうして東シナ沿岸の各地
域，東南アジア各地の港市への移動・移住があり，また
'8世紀末以降の西欧植民勢力による本格的植民地の開発
に伴い，大量の中国人の無資本労働者が海外に移動した
ために，アジア各地に華僑社会が形成された。
その歴史的変遷の中で，移住民の団結力の象徴として
の民間信仰が移民先で引き継がれていった。本来，蛎祖
はローカルな郷土神であったが，地域の人々が同じく故
郷の神を信仰することにより，同じ地域の人々の団結力
の象徴となった。そして，この団結力が移住者の結びつ
きを強め，新しい移住先での種々の困難に対応する力と
なったと考えられる。このような背景の中で，彼らの間
に言語・習俗による地域的集団がつくられ，それを基礎
として，集落，村，地域社会が形成されていくことに
なったと考えられる。
陳佳秀
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以上のように，台湾群島への蛎祖信仰の伝来や，蛎祖
廟の建立は，福建省出身の移住民や船舶関係者によって
建立されたことが明らかである。また，これらの蛎祖像
はいずれも「船用型」に由来するものであり，廟は「港
市型の蛎祖廟」である。
その後，移住民の人口の増加に伴い，港地域の周辺に
建立されただけではなく，他の地域においても多くの蛎
祖廟が建てられるようになった。そして，現在の台湾，
東南アジアの華人社会において，蛎祖廟は漢人移住民の
信仰の中心となり，精神的支柱であるとともに，華人移
民圏のアイデンティティとして考えられ，グローバルな
信仰の対象になった。
４．民俗的変遷
4.1．王爺信仰の起源
台湾では，代表的な海の守護神である婚祖信仰は全地
域に見られるが，もう一つ別の海の信仰である王爺信仰
が西南部沿岸を中心に盛んであり，現在でも西南部や南
部を中心として重要な民間信仰となっている。
表l～4で示されているように，それぞれ四つの時期に
おいて，王爺信仰はいずれもトップの位置を占めてい
る。王爺信仰は,特に台湾の環西南沿岸で盛んであるが，
中部ではまったく見られない。では，なぜ台湾の西南海
岸地域で盛んであるのか。その理由として，明朝の鄭成
功が中国本土の広東省，福建省の移民者たちと伴に西南
沿岸に上陸したことに伴って，王爺信仰が最初に西南沿
岸に伝播したからである。
王爺信仰の由来に関して，多くの伝説がある。王爺の
性格は単一の神仏ではなく，その素性が多様である（劉
おんえさ
枝寓1963,1966に詳しい)。その中で王爺は，もともと癌疫
の神であると言われた。癌とは流行性の急性伝染病を指
すことばであるが，特に中国東南沿岸地域は古くからこ
れらの病気がはやりやすい地域とされ，癌神つまり疫病
神の信仰も盛んであった。このような伝染病を広めるの
は悪鬼の仕業であるとする考えも早くから見られる。そ
のため，東南沿岸，特に漸江省から，福建省，広東にい
たる海域には，年に一度決まった時期に。あるいは疫病
がはやったときに癌神を送るという習俗が広く見られ
る。
このことについての最も古い史料である南宋初期の
けいろくへん２０）
｢鶏肋編」には，この時代に湖南省において．社を組織
して王者の儀物をもって，癌神を祭り．船を作って送っ
たことが記載されている。また，明代に入り，１７世紀初
台湾の婚祖信仰についての－考察
雪さつそ２１》
めの謝肇i制の「五雑遡」に伝えるところでは，癌疫のし
ばしば流行した福建省沿岸部において，癌疫を駆逐する
ための厄蕨いの法事を行ってから，紙製の船を川や海に
流すという風習があったという（伊能斑矩1928：453)。疫
病がはやった地域では，王爺送りというよりは，むしろ
｢癌神流し」があったことが注目される。このように船
を作って流す風習は，すでに17,18世紀の台湾の県誌
垂）
(｢台湾府誌」「鳳山騨誌」など）にも記戦されている。
２３）
4.2．台湾の「王船送り」－その起源と機能
１７世紀頃に，王爺信仰の発祥地である福建省の沿海か
ら流された王船の多くが，風向きと海流の関係で膨湖島
や台湾西南部の海岸に流れ着いたということは，明朝の
しゃちようせい
謝肇iii1が万暦年間に著した「五雑遡」に記されている。
｢五雑狙」は当時の最も信頼できる史料である。また，
台湾海峡に隣接する台南県北門郷にある東隆宮の「王爺
信仰文物館」の展示史料によれば，康照5６（1717）年の
陳夢林編「緒羅県志」巻８「風俗志｣，康照5９（1720）年
の陳文達編「台湾県志」巻ｌ「風俗雑俗｣，光緒1８（1892）
年の林豪編「膨湖庁志』巻９「風俗風尚」などの史料に，
福建から台湾の西南沿岸に王船が漂着してきたというこ
とが記戦されている。
台湾は熱帯・亜熱帯域に位置し，先住民のみならず，
移民者たちにとっても，その地域は環境的に厳しい気候
にあり，しかも，医療的にもあまり発達してなかったの
２４）
で，多くの人々が風土病（癌疫病など）で命を取られた。
劉枝蘭（1966：62）の研究によれば，康照７（1668）年に，
台湾の住民約23万人の中，蝋疫による死亡者数は5,6千
人にのぼったという◎当時の移民者たちは，癌疫という
悪疫の神が人間界にたたり，疫病を起こすと信じた。当
地の人々は疫神の降臨を恐れ，漂着してきた王船や，王
爺を迎え，寺廟を作って，祭祁をおこなった。このよう
に，福建，台湾地方では，王爺を載せた「王船」を海に
流すことによって，境域から象徴的に疫病を流す「王船
送り」という祭祁儀礼で,悪疫の神々を送り出すために，
紙や木材で船を造り，痕疫の神である王爺を「王船」に
載せ．他の悪疫の神と共に連れ去ってくれるようにと祈
る祭祁儀礼がおこなわれていた。この，疫病神を駆逐す
る「王船送り」という古来の儀式が盛んにおこなわれて
いたのである。
他方，王爺は，天の最高神である玉皇大帝の代わりに，
地域を巡狩するという性格を持っており，三年一度巡狩
するために人間界に下ってくるとされ，人間の善悪を視
察する「代天巡狩」としての役割も併せ持つようになっ
1５
た。王爺を記る廟を「代天府」と称する。そのような背
最の中で，台湾の西南沿岸地域の漁村では，漁民，船乗
り，船に関わる人々によって盛大な祭りがおこなわれ，
供物を提供し，王爺の機嫌をとり。丁重な儀礼がおこな
われる。また，地域によっては，旧３月下旬頃に，３年か
おうしよう２５）
5年に一回王爺の祭典における「王醗」という祭祁儀礼
が盛大におこなわれ，王爺の機嫌をとり，記ることが漁
村・集落における最大の年中行事となっている。この祭
祁儀礼は，漁村や村落の災厄を船に載せて放ち，同時に
福がもたらされるという意味を表している。
一方．台湾開拓の初期の移民者たちにとって，王爺は
そうした実態としての海からくる神というだけではな
く，実はより根源的には死者霊の集まるところからきた
神であると考えられていた。特に悪運，病気，災厄の根
源であるという考えも含まれていた。これは，亡霊を媒
介に王爺と癌神が重ねられた結果である。つまり，王爺
はそれ自身が疫病の神というだけではなく，災厄ととも
にくる亡霊でもある。さらに，王爺のほかにも，船に
様々なモノを乗せて来往したという考え方が伝承されて
いた。
このような背景のもとに，王爺信仰の機能には二つが
あると考えられる。一つは，厄蕨い，豊作や除災などの
招福儀礼である。この機能は，基本的に蛎祖信仰にも通
じる。もう一つは，「王船」を送ることにより，亡霊を
追い払い，祖先たちの霊を他界に送り出すという機能で
ある。この王爺信仰は，台湾の西南沿岸において，航海
守護神の蛎祖と並んで，船に関わる人々に最も信仰さ
れ，漁村や村落に定着していた。現在では，癌疫という
病気は消滅したが，昔の習慣は民間信仰として，そのま
ま残され，台湾の西南海岸の漁村において，その光景は
今でも民俗習慣として見られる。
4.3．台湾における王爺信仰の特徴
筆者は，2011年12月28日に，台湾海峡と隣接する西南
部の台南県三寮湾にある「東隆宮」という寺廟を訪査し
た。東隆宮の中に，１０メートル余の木製の祭祁儀礼用の
王船が置かれている。それは，「王船送り」という祭祁
儀礼で使われる王船と同じように作られたものである。
王船の最も注目すべきことは，その後部に蛎祖像を紀る
ための小洞堂が設けられていることである。その小詞堂
の中に，小型の蛎祖像と，千里眼および順風耳が配祁安
置されている。すなわち，王船に安置されている蛎祖像
は「王船送り」という祭祁儀礼の中で，航海安全の守護
神として，王船を無事に他界に導くように祁られている
のである。「王船送り」は病気治癒,航海安全,豊漁の神，
全能的神などの機能を帯びる祭記として，船乗りや漁民
たちに信仰されている。
また，東隆宮の付属施設として「東隆宮王爺信仰文物
館」という博物館がある。博物館の学芸員によると，東
隆宮では，現在でも3年か5年に一回の「王船送り」とい
う祭祁儀礼がおこなわれている。その儀礼の中で，寺廟
からの「蛎祖出迎え」という行事があり，この行事は，
｢王船送り」という儀礼の中で最も華やかにおこなわれ
ているという。村の人々や，信徒たちは蝿祖の出迎えに
盛り上がる。蛎祖像は神輿に乗せられて，行きと帰りの
ＩこようきようZ6）
道筋では「遥境」活動が行われ，蛎祖像は王船の中に
ある神棚の中に安置される。また，王船儀礼が終わると，
蛎祖像を本来の寺廟まで送る行事がおこなわれる。
この「蛎祖出迎え」という行事は，まさに中世末期か
ら近世初期において，長崎港に唐船が来航した際におこ
なわれた「菩薩あげ」と「菩薩御し」を反映しており，
江戸時代の伝統的行事を現在でも伝えているものであ
る。
このように，台湾西南部では蛎祖信仰と王爺信仰が直
接に融合され，並列的に信仰されていたと考えられる。
台湾の神々は地域によって選ばれるものであり。日本に
見られるような全国的に広がる「神仏の習合」ではなく，
選ばれた神々が同時に並べて紀られる「並列」の関係に
あることが大きな特徴である。
台湾の西南沿岸や南部に分布している蛎祖廟には，王
爺と合祁された寺廟がよく見られる。例えば，台湾の代
表的蛎祖廟「鹿耳門聖母廟」の中には，主殿の一段階と
二段階の中で，王爺という神々がiif'られている。さらに
洞堂に王船が置かれて，王船の中に王爺神々が祁られて
いる。正統鹿耳門聖母廟編の『台南土城正統鹿耳門聖母
廟簡介」によれば，正統鹿耳門聖母廟に安置された王船
は1912年に，福建省甫田から流され，膨湖島を経て漂着
してきたものとされ，人々を助けたことから，この地に
大切に祁られるようになったという。
4.4．他の神仏との合祁
２７）
長崎の唐三ヶ寺など日本の一般的なjI1§祖廟境内でよく
見られる光景として，蛎祖像の両側に千里眼と順風耳と
いう護衛役の神が配祁されている例が多く見られる。そ
れに対して台湾の蛎祖廟では，主神である蛎祖像の両側
に他の神仏を合祁する光景が少なくない。台湾における
初期開拓地域の南部では，福徳正神と註生娘娘という二
神を脇侍とする蛎祖を紀る寺廟が多く見られる。
陳佳秀
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特に台湾南部の彰化県には，福徳正神（土地公）と註
生娘娘を蛎祖とセットで合記する寺廟が多い。洪長源
(2007：５８）の調査によれば，彰化県の嬉祖廟主神の合祁
の中で，それらのセットの占める割合が高いということ
が指摘されている（例えば,安徳宮,至霊聖宮.天瑞宮など)◎
その背景の一つとして，表l～2で示されるように，１９３０
年代までに，福徳正神が民間信仰の神々の中でトップの
地位に置かれていたことが挙げられる。福徳正神は土地
を司る神であるが，中国大陸からの移民者たちが新しい
土地に定住してからも，土地の神であり，生活の守護神
である福徳正神を篤く信仰したものと推測することがで
きる。
一方，註生娘娘は，女性の神様であるが，特に若い女
性になじみの深い神の一柱である。しかし，註生娘娘は
観音や蛎祖のように，寺廟の主神として記られることは
あまり多くないとみられる。なぜなら，おそらくこの女
神の司る機能が子授け，安産，育児などに限定されてい
るからである。
しかし，台湾における開拓初期においては，女性に
とって子作りや子孫を残すことは，先祖祭祁を受け継ぐ
者を確保することであり，当時において最も大事なこと
の一つであった。そのような背景の中で，南部の蛎祖廟
の境内には註生娘娘を合祁する廟が少なくないと考えら
れる。
このような祭神の組み合わせは，特に台湾初期の開拓
地である南部の寺廟によく見られる。これらの現象は，
当時の台湾社会において，一つの地域的特徴として表わ
されている。
4.5．小結
蝿祖信仰は，その信仰の中心地である中国大陸から，
他の周縁地である日本本土，琉球，台湾などへ伝播し，
それぞれの地域的民俗変容（文化交渉）を経て，独特の
内容を帯びて形成されている。婚祖とともに台湾で信仰
されている王爺，福徳正神，註生娘娘，竜王などはいず
れも中国由来の神仏であるが，伝播の過程において，そ
の地域の文化と交渉したり融合したりした。そして本来
の神格に変容が起こり，他の神格の側面を帯びたものへ
と変化したと見られる。つまり，神の性格は窓意的であ
り，神の機能的側面すなわち御利益は，信仰者が窓意的
に形成していったと考えられる。それらの事例は．それ
ぞれの地域で蛎祖信仰が日常的に変容を遂げつつあった
ことの例証となる。しかし，歴史性や地域性を勘案すれ
ば，これらの民俗的変遷の事例は，むしろ当然のことと
台湾の婿祖信仰についての一考察
も考えられる。
なぜなら，地域的，社会的，民俗的な文化・習俗が，
時代の流れとともに変容することが自然だからである。
このような状況は．同じ海洋文化である日本でも見られ
る。例えば，日本の人々に古くから最も親しまれてきた
｢七福神」という七柱の神様は，福を運んでくるめでた
い存在として信仰されている。七福神の中にエビス（恵
比寿）という神様が存在しており，古くは「大漁追福」
の漁業の神であったが，時代の移り変わりとともに，福
の神として「商売繁昌」や「五穀豊穣」をもたらす神，
２８）
商業や農業の神様となったとされる。そして現在は，あ
らゆる機能を帯びた守護神として認識され，信仰されて
いる。
つまり，神々の‘性格は，どの地域にあっても，時代の
流れにつれて変容していくと見られ，それは信者層の変
化を反映していると考えられる。
５．まとめ
近世において，台湾は東アジアにおける国際貿易の商
業活動船などが最も頻繁に往来していた地域であり，中
継地として重要な役割を果たした。
台湾への入植移民者は主に，１７世紀以降に大陸から移
住した福建省南部出身の閏系の人々および福建省，広東
ばっか
省の内部出身の客家系の人々である。彼らは流れの厳し
い台湾海峡を越えて渡ってきた時，移住以前から崇敬し
ていた蛎祖像を持参して，航海の安全を祈った。その結
果，無事に台湾に到着すると，持参した蛎祖像を移住先
に建てた簡単な住居の中に安置して神の加護に感謝し，
引き続き開拓地で安全や繁栄を祈願した。しかし．新し
い居住地においては，マラリアなどの伝染病が流行しや
すいばかりでなく，また周囲に先住民の居住地があり，
彼らとの縄張り争いも生じた。さらに，開拓が進めば，
漢人同士の間に土地争いなども生じてきた。移住地に適
応しにくい漢人たちにとって，身を守るのは，自分の力
と携えてきた神の力であった。その厳しい戦いの結果，
開拓が順調に進み，生活の基盤も確立された。そうなる
と，これまで私宅の中で祁られてきた嬬祖像のうち，霊
験があらたかで，多くの人々に福をもたらすと認められ
た神が，その後，地域の守護神を紀る目的で作られた寺
廟の中に安置されるようになった。
１０世紀に，郷土の守護神，航海の守護神として福建で
発祥した蛎祖信仰は，福建人の通商航海が盛んになるに
及んで，１７世紀に台湾に伝播した。はじめは単一的な
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｢地方の郷土神」という性格から，「航海安全の守護神」
に，そして周縁地への伝播過程において，その地域的受
容により，「移民の守護神」「雨乞いの神」「農神」「護戦
の守護神」「万能の神」という複数的神格を生じ，多様
な側面を持つ神へと変容したと見られる。また，当初，
中国本土からの各地の移民者たちは港町だけに蛎祖廟を
建立したが。次第に全地域に嬬祖廟が建立されていっ
た。それらの移民者や商人たちは，台湾ばかりでなく，
東南アジア方面にも盛んに進出していったが，彼らも台
湾へ進出した人々と同様に，蛎祖信仰を携えていった。
現在でも東南アジア各地の華僑たちは，樵祖を祁ってい
ることが多く，福建省の人ばかりでなく，海外進出して
いった華僑たちの間に婚祖信仰が広がっていた。このこ
とを通じて，先祖移民者としてのアイデンティティを再
確認する動きも見られるようになった。こうして，蛎祖
信仰は単なる民間的，宗教的な信仰，御利益を得るため
の信仰の対象であるだけではなく，移民者たちにとっ
て，歴史的・政治的な意識と非常に強く結びついており，
その歴史を通して自分たちのコミュニティの正統性を主
張することと密接に結びついていた。
近年でも，台湾の比較的歴史が長い樵祖廟では，定期
的な「巡礼」（祭典）が盛んにおこなわれている。蛎祖
の信徒たちは，巡礼することで祖廟への信仰を維持し続
けている。それは，１７世紀に最初の移住者が上陸したと
ころへ巡礼に行くことでもある。
今後の研究課題としては，引きつづいて，アジアの中
で，現在でも最も蛎祖文化蛎祖信仰が生きている地域
である台湾を取り上げ，比較民俗学的視点から，その巡
礼（蛎祖の祭り）について，それがどのような祝祭空間
であるのか，またどのような祭祁儀礼をおこなうのかを
中心として考察する予定である。
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